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評価結果の総合所見 

 本課題は、室内外の構造や障害物の形状を計測する３Dセンシング用スマートイメージセンサと新規

スキャン光源(面発光レーザ)を搭載した LiDAR カメラを開発し、屋外での長距離/高解像度測距を可

能とし、ドローンや無人搬送車への導入を目指すものである。 

 目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られた。当初計画の一部が変更された

が、最終的には当初目標をすべてクリアできている。学術成果も多く、LiDAR としての個々の性能も競

合技術と比べて高い点は評価できる。今後の取り組み次第ではイノベーション創出の可能性がある。 

 今後は、企業が迅速に市場調査を行い、本 LiDAR カメラに最適な用途を見つけ、早期に市場参入す

ることを期待する。 
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